
本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点

岩手県遠野市民センター文化課
こども本の森運営企画室
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【コンセプト】みんなで育てる「本の森」風通しの良い開かれた空間をイメージしています。
【キーワード】森・木・本・種・土・耕す・みんなで育てる・集まる・遠野の自然・心地よさ・共生



東日本大震災の後10年間、安藤忠雄氏は同志に声をかけ共に
発起人となり、東北３県に育英資金を寄せてきた

「東北復興のシンボルは 子どもたちの未来である

子どもたちの未来のためには 本・読書が大事ではないか」

日本文化の原点でもあり 『遠野物語』が今もなお息づいている
遠野の郷に子どもたちがしっかりと本を読む場をつくりたい

遠野には古民家もある 外観を残しながら

子ども向けの本の施設にしてみるのはどうか

人口減少をただ仕方ないと思うのではなく みんなで考えて 挑
戦してみませんか

本とふるさと 未来へつなぐ 文化復興拠点

2

一日市通りから遠野小学校周辺までをわらすっこが安心して、想
像力と創造力を育む居場所として位置付けたい

世界的建築家 安藤忠雄氏の子どもに対する夢、希望、本の森へ
の想いを強く感じ、それらのすべての想いを形にする

『遠野物語』110年の年に遠野から世界に文化を発信したい

決して、遠野だけの施設ではなく、沿岸被災地との文化のネット
ワークを作る拠点

30年、50年後を思い描きながら将来を見据えて子どもたちの夢と
希望に向かっていくしくみづくり

子どもを地域で大切に育てることによって、その土地への「愛着心」
が育まれることを期待している

人類社会、農耕、工業、情報の様々な社会、時代を経てきた現代
今や、IT・AIの超スマート社会の到来

ICTを活用した確かな学力の育成と併せて豊かな心(想像力と創造

力)を育む所として、「こども本の森構想」を位置付ける

世界的建築家 安藤忠雄氏の想い
～なぜ? 遠野に本の森?～

遠野市の想い

本とふるさと
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『遠野物語』を生んだ”永遠の日本のふるさと”遠野。沿岸部の
ハブとなり震災復興の拠点となったこの地で、脈々と伝承されて
きた古きよき文化を土台として、未来をつくる子どもたちのため
に、”本”を中心とした、新たな復興のシンボルをつくる。
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平成31年

１月 市へ遠野文化研究センター赤坂所長、西舘顧問から「こども向け本の施

設」について提案

令和元年

６月 遠野文化研究センター運営委員会内に「検討チーム」設置

７月 安藤忠雄建築研究所を市長訪問

安藤忠雄氏から遠野市に「こども向け本の施設」を寄贈したいとの申出

８月 安藤忠雄氏講演会 at 遠野市 開催

演題「遠野市から地方都市の可能性を考える」 約600名の参加

10月 検討チームが市長にプロジェクトの「コンセプト・シート」を提出

11月 こども本の森構想推進準備室設置

令和２年

１月10日 第１回懇談会及びワーキンググループ合同会議

１月23日 第２回ワーキンググループ会議開催

３月17日 第３回ワーキンググループ会議開催

３月25日 第４回ワーキンググループ会議開催

５月13～22日 第２回懇談会及び第５回ワーキンググループ会議(書面)

７月10日 第３回懇談会及び第６回ワーキンググループ合同会議開催

7月14日 こども本の森中之島視察(市長 他)

７月31日 第７回ワーキンググループ会議開催

８月７日 安藤忠雄建築研究所と遠野市が施設の寄附に係る「覚書」締結

８月24日 第８回ワーキンググループ会議開催

9月17日 市議会９月定例会「負担付きの寄附を受けることについて」議決

9月26日 旧三田屋引越し作業及びありがとうの会 50名

9月29日 記者懇談会「こども本の森構想推進事業」単独発表

9月30日 岩手日報全面広告

10月１日 広報とおの10月号特集

10月１日～ 本と寄附の募集開始

10月８日 旧三田屋解体前の神事 / 10月10日 着工

10月22～23日「こども本の森 中之島」視察ワーキンググループ６名

11月16日 「こども本の森 遠野」起工式

11月16日 第９回ワーキンググループ会議

12月11日 市議会12月定例会「遠野市こども本の森遠野条例」議決

令和３年

１月１日 こども本の森拠点整備室設置

１月10日 朝日新聞全国版に掲載

１月22日 市議会教育民生常任委員会とワーキンググループとの懇談会

１月29日 記者懇談会「本と寄附の募集状況について」

２月13日 ワーキンググループ広報チーム「こども本の森 遠野を語る会」

２月19日 「こども本の森 遠野」運営に関する確認書取り交わし及び記者懇談会

３月12日 市議会３月定例会令和３年度当初予算議決

３月18日 第４回懇談会

３月20日 ワーキンググループ広報企画チーム「第２回こども本の森 遠野を語る会」

４月１日 「こども本の森 遠野」オールスタッフミーティング

４月３日 上棟セレモニー

４月27日 ワーキンググループ広報企画チーム「第３回こども本の森 遠野を語る会」

5月11日 市議会教育民生常任委員会とワーキンググループ等との懇談

６月15日 安藤忠雄建築研究所からの寄附採納式・建物引き渡し

７月24日 岩手日報全面広告

７月24日 こども本の森遠野を育てる会発足 会員70名・内覧会120名

７月25日 こども本の森運営企画室設置

７月25日 こども本の森遠野オープニングセレモニー 来場300人

11月20日 こども本の森遠野オープン記念安藤忠雄氏講演会開催

演題「生まれ変わる」 来場300人 3
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♪お山節

「夢と希望」

一日市南部ばやし
テープカット・くす玉

バルーンやまどり号

コロナウイルス対策
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キャラクターに親しみを感じていただくために、市内小学生からキャラクターの愛称を募集し、審査会により決定
(1) 対象数 … 1,083人 (2) 応募数 … 389人 （応募率：35.92％）



【いちの蔵】
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A 本館改築

B 本棚

A 付帯外構

土蔵２

本館

C
土蔵1(全面改修)
→いちの蔵
通常は解放・イベ
ント・地域活動 等

土蔵１

土蔵３

県道

工事概要

D
土蔵２改修→にの蔵(収蔵庫)
土蔵３解体
外構(整地・歩道・駐車場等)

【本館概要】

所在地 遠野市中央通り１番16号
構造 木造地上２階建て
建築面積 436.66㎡
延床面積 498.10㎡

一日市通りからの外観
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閲覧室C

閲覧室A

閲覧室B

バリアフリートイレ

地域活動室

授乳室
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8詳しくはこちら👉

グッズイメージ

・キャラクターのグッズを制作中(シール・メモ帳等)

令和４年２月から順次販売

【現状】

・９品目 クリアファイル、マグネット、マスキングテープ、
くれよん、もくもく絵本 等

・安藤忠雄氏の著書

マグネット

マスキングテープ

くれよん

もくもく絵本

クリアファイル
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１ ワーキンググループメンバー４人が中心

２ これまで３回開催した「語る会」においてサポーターと
して参画していただける方等 会員 77人

３ 設立式 ７月24日(土) こども本の森遠野 いちの蔵

令和３年７月24日 発足

語る会を進化したカタチ

「こども本の森遠野を育てる会」の会則について 

 

1 この会は「こども本の森遠野」（以下、本の森）が、子どもたちの心を耕

す施設になるよう支援する会である。 

 

２ そのための集まりを１年に４回程度行い、自由に意見を言い、アイデア

を出し合う。 

 

３ 集まりには遠野市の担当者にも参加してもらい、そこで出た意見や要

望を本の森の運営に反映してもらう。 

 

４ 支援をする意志のある人や事業所であれば、だれでも会員とすること

ができる。 

 

５ 会費はなく、経費がかかる場合はその都度協議し捻出方法を考える。 

 

６ 会の運営をスムーズにするため、運営委員会を設け代表を１人置く。 

 

７ 事務局を本の森の遠野市担当課に置いてもらう。 

(連絡先 0198-63-3003) 

 

８ この会は、本の森の運営などについて遠野市からの協力要請があれば、

最大限協力する。 

 

 

令和３年７月 24日設立 

 

こども本の森遠野を育てる会 

１ 「こども本の森遠野を育てる会」会報の発行
こども本の森遠野の様子等についてお知らせ
2月まで 10回送付
２ 育てる会懇談会の開催
年４回程度の予定 ①１月22日 ②４月 ③７月 ④10月

活動状況

ブックカバーコーテイング体験会
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